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研究成果の概要（和文）：類人猿や狩猟採集民の生活史データと古人類化石の推定年齢データを用いて古人類の
出産間隔を推定し、それが非常に短かったことを示した。また、化石証拠と数理モデルを用いて、高い死亡率と
負傷率が原因でネアンデルタール人の文化発展が阻害されていたことを明らかにするとともに、言語能力が古人
類の文化に与えた影響について分析した。さらに、古人類の社会構造や個体間の協力関係、繁殖戦略などの進化
についても数理モデルを用いて研究した。そして、現代日本のデータを用いて、人類がいかなる理由で移動した
り定住したりするのかを調べた。以上の多面的な研究によって、古人類がどのような生き物だったのかを詳細に
検討した。

研究成果の概要（英文）：We estimated hominid life histories by using hominid fossil data and 
life-table data of apes and humans. We showed that the lifespans and interbirth intervals of 
australopithecines, early Homo, and Neanderthals were significantly shorter than those of extant 
great apes. Moreover, using a mathematical model and fossil data, we showed that Neanderthals 
frequently suffered severe traumatic injuries, which inhibited their cultural evolution. We also 
studied the effect of language ability on hominid culture. Furthermore, we investigated the 
evolution of hominid social structure, social interaction, and mating strategy by using mathematical
 models. We also studied why humans migrate and settle by analyzing modern Japanese data. From 
various studies above, we precisely discussed biological features of hominids.

研究分野：自然人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ヒトの進化プロセスを知ることは、我々自身のアイデンティティのためにも不可欠である。本研究によって、類
人猿に比べて短いヒトの出産間隔の起源が、少なくとも猿人段階までさかのぼることが示された。このことは、
当時の社会にも他者の子育てを手伝うような行動が存在していたことを意味する。これは高い知性によって我々
の高い社会性がもたらされたという見方に対する決定的な反証であり、我々ヒトがどういう生き物なのかを考え
るうえで学術的に極めて重要な結果である。またこの研究成果は、今後のヒト社会をいかにして持続的に発展さ
せていくべきかを考えるうえで社会的に大きな意義を持つ。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 古人類がどのような生活史をしていたか、そしてそれがどう変遷してきたかを知ることで、
人類進化に関して様々な知見が得られるにも関わらず、その定量的な解析を行っている研究は
ほとんど存在しなかった。関連する研究は化石から死亡年齢を推定した研究がいくつかある程
度で、類人猿などの生活史との比較もほとんど行われておらず、そのため古人類がどのような
生き物であったのかをイメージするのが困難であった。またこれが原因で、古人類の文化技術
が変化した要因に関して、生活史との関連で語ることも難しい状況であった。そして、古人類
の様々な特性の進化に関しても、真の生活史に基づかない空想的な議論が多くなされていた。 
 
２．研究の目的 
 数理モデルを用いて古人類の生活史を定量的に求め、それを類人猿の生活史と比較すること
で、古人類が類人猿とどのような部分で異なっていたのかを明らかにする。さらには、その違
いがもたらされた要因、そして生活史が人類の形質や文化の進化に与えた影響を様々な手法を
用いて研究し、人類がいかにして今の我々の様な生き物に至ったのかを示す。 
 
３．研究の方法 
 古人類化石の死亡推定年齢データと類人猿やヒトの生活史データを収集し、それを数理モデ
ルを用いて統計的に解析することで、古人類の生活史を定量的に求める。また、生活史の違い
が古人類の文化に与えた影響や、古人類社会の集団構造や協力性、繁殖戦略の進化などの生活
史と密接な関係のある問題について、進化ゲーム理論や遺伝子文化共進化理論などの数理モデ
ルを用いて調べる。さらに現代日本人のデータから人類の生活史戦略に社会がどのような影響
を与えているかを分析する。 
 
４．研究成果 
 様々な類人猿や狩猟採集民の生活史データから、これらの集団がどのような共通の生活史パ
ターンを持っているかを様々な生存曲線モデルを用いて調べ、人類～類人猿に広くあてはまる
と考えられるモデルを見出した。そして、古人類化石の推定年齢データにそのモデルを当ては
め、彼らの生活史パラメータを推定し、古人類は現生人類や類人猿に比べ、成熟個体の期待余
命が短く、成体まで生存する割合も低かったことを示した。一方で、古人類はこの高い死亡率
にも関わらず絶滅せず生存していたことから、出産間隔が非常に短かったことが示された。 
 生活史がどのように文化発展に影響するかを数理モデルによって解析し、高い死亡率や負傷
率が文化発展を阻害することを明らかにした。そして旧人（ネアンデルタール人）の生活史を
化石データと数理モデルを用いて研究した結果、旧人の死亡率や負傷率は非常に高く、それが
彼らの文化発展の阻害要因となっていたことを示した。  
 古人類はある程度の大きさの群れを作っていたと考えられるが、そのような群れを作るメリ
ットを考えるため、群れサイズが集団行動に与える影響を数理モデルで調べた。その結果、群
れが大きくなるほど周囲への警戒を弱めることができるようになることなどを示した。 
古人類社会でどのような配偶者選択が行われていたかを考えるため、性淘汰モデルを構築し
て研究した。その結果、配偶相手を選択する際に成功者を模倣する場合と同調的に模倣する場
合で進化動態が異なることが示された。また配偶者選択による性淘汰が、人類集団間の表現型
多様性の出現と維持に関与してきた可能性を検討するため、計算機シミュレーションを用いた
分析を行った。この結果、配偶者選択が学習に依存する場合には、中立的な遺伝変異から期待
されるよりも大きな表現型多様性が集団間に生じうることが示された。 
現生人類で見られるような個体間の協調が、古人類においてどのようにして出現したのかを
明らかにすることを目指し、進化ゲーム理論を用いた研究を行った。特に、個体間に社会的順
位の違いがある場合には、協調の結果として獲得された資源が優位個体に独占される可能性が
あり、協調は劣位個体にとって必ずしも適応的ではないと考えられるが、そこで協調が進化す
る条件を明らかにした。また古人類の社会における、グループによる協力の起源と進化の機構
について、従来の数理モデルを拡張し、より広い戦略空間と非線形的な利得を考慮した分析を
行った。それによって、人類社会の大きな特徴である、3 人以上の非血縁個体のグループによ
る協力がいかにして生まれたのかを検討した。 
現代人データから古人類の生活史を考えるために、現代人の出生率に影響を与える要因を調
べた。まず条件不利地域においてどのように人が定住し子育てなどが可能になるかを山形で調
査し、小規模事業者たちが独自のネットワークを構築することで、自分たちの企業活動を安定



化していること（それが出産や子育てにも影響する）を示した。また現代の日本においては、
出生率の低い首都圏への人口集中が進んでいるが、出生率は高いが仕事の年収などが少ない地
方に若年者が滞在することもある。その条件を質問紙調査で分析し、職場に不満を持ちつつも
仕事を通した成長に満足感を持つ人間の定住意欲が高いことを明らかにした。 
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